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（2）認知症自立度別のサービス未利用の理由 

○ 認知症自立度別のサービス未利用の理由をみると、認知症自立度自立＋Ⅰ、Ⅱにおいて

「本人にサービス利用の希望がない」が最も高くなっていました（図表 6-2）。 

○ 自立＋Ⅰでは「現状では、サービスを利用するほどの状態ではない」が 21.7％でした。

認知症自立度Ⅱでは「以前、利用していたサービスに不満があった」が 14.3％となっ

ていました（図表 6-2）。 

 

図表 6-2 認知症自立度別のサービス未利用の理由 
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現状では、サービスを利用するほどの状態

ではない

本人にサービス利用の希望がない

家族が介護をするため必要ない

以前、利用していたサービスに不満があっ

た

利用料を支払うのが難しい

利用したいサービスが利用できない、身近

にない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用

するため

サービスを受けたいが手続きや利用方法が

分からない

その他

自立＋Ⅰ(n=23) Ⅱ(n=7) Ⅲ以上(n=0)
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